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１． はじめに 

昨今，重交通路線を中心として鋼床版の損傷が報告されており，鋼床版の疲労耐久性や健全性に対する設

計手法の確立が急務となっている。国土交通省 国土技術政策総合研究所と(社)日本橋梁建設協会は，昨今報

告されている鋼床版損傷のメカニズムや要因を明らかにするとともに，適切な調査・点検方法を確立するこ

とを目的とした共同研究を実施している。筆者らは，研究の一環として，実際に損傷が報告された橋梁はも

ちろんのこと，同様な損傷発生のおそれがある橋梁を中心に現地調査を実施し，損傷要因に関わる現地情報

を収集することで，これらを反映した点検マニュアルを作成することを目的として，平成 16 年度には 40 橋

以上の鋼床版橋梁の現地調査を行った。 

本文では，各鋼床版橋梁がおかれている状況について報告するとともに，調査の結果得られた知見と鋼床

版の点検を行う際の橋面調査の有用性について報告するものである。 

 

２． 現地調査の流れ 

【Step-1】調査橋梁の選定 

調査対象とする鋼床版橋梁は，全国の５湾岸地区（札幌，東京，名古屋，阪神，北九州）に位置し，重交

通路線が予想されること，供用後概ね 20 年程度経過していること，閉断面の縦リブを使用していること，な

どを基準に選定した。また，これらの基準に満たさない橋梁についても，対照事例として合わせて調査する

こととした。これまでに調査対象とした主な橋梁の位置を表－１に示す。 

【Step-2】現地橋面調査の実施 

 Step-1 において選定した橋梁について，現地での橋面調査を実施した。橋面調査項目は以下である。 

・ 交通実態の調査（交通量，大型車混入状況の把握） 

・ 車両走行に関する調査（車線数，輪荷重走行位置等の把握） 

・ 橋面舗装の劣化に関する調査（わだち掘れ，き裂，流動，補修痕の有無等の確認） 

・ 路面排水機能，伸縮装置の健全性，橋梁の騒音，振動などの調査 

これらの調査は目視調査を主体としており，原則として計測機器等は使用しない。 

【Step-3】現地詳細調査の実施 

 Step-2 の橋面調査により，各項目で特異な状況，変状が見られた橋梁について，桁下および桁内調査を中

心とした詳細調査を実施した。現地詳細調査項目は以下である。 

・ 橋梁本体の健全性の調査（排水機能，塗装，接合部等の健全性） 

・ 箱桁内部や足場からの鋼床版疲労損傷の有無の調査（目視調査，磁粉探傷試験，超音波探傷試験など） 

・ 溶接ビード形状の調査，デッキプレート等の部材板厚計測 

・ 必要に応じ応力測定を実施（荷重車載荷試験，応力頻度測定） 

 

表－１ 調査橋梁位置図 
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３． 調査結果 

調査結果のうち，現地橋面調査（Step-2）において特異な状況が見られた橋梁を，詳細調査（Step-3）結

果と合わせて表－２に一覧として示す。その結果，詳細調査によって鋼床版に何らかの損傷が確認された橋

梁の特徴として， 

・ 湾岸地域など，著しい重交通路線に位置するものが多いこと， 

・ 輪荷重の走行位置と鋼床版の損傷位置に相関があること， 

・ 橋面舗装の損傷や劣化が著しく，これがと鋼床版の損傷を示唆する場合があること（表－３参照）， 

などが明らかとなった。つまり，橋面からの簡易な調査で得られた情報が，鋼床版の損傷を推定する判断

材料のひとつとなりうると言える。また，応力計測の結果，これらの橋梁で

は，大きな軸重が頻繁に通過していることも明らかとなった。 

今後は，更に鋼床版の現地調査を重ね，得られた知見を反映することで，

より適切な鋼床版橋梁の調査・点検手法の確立を目指す予定である。 

なお，本調査は(社)日本橋梁建設協会･鋼床版特別検討委員会の活動の一環

であり，関係各位に感謝の意を表します。 

 

表－２ 主な鋼床版橋梁の調査結果 

 
表－３ 舗装の損傷事例と鋼床版構造からみた要因との相関 

 

付図  疲労損傷の分類 
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